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貸切バスを対象とした街頭監査の実施結果について 

関東運輸局では、スキーシーズンの本格化に伴い、スキーバスの運行が増加傾
向にあることから、これらのより一層の安全を確保するため、スキー関連施設へ
運行する貸切バスを対象とした街頭監査及び事故防止の啓発、車輪脱落事故防止
の注意喚起※を実施しましたので、下記のとおりお知らせします。 

引き続き、関東運輸局では、バス輸送の安全確保を図るため、随時、街頭監査
等を実施することとしています。 

 

 

 

記 

 
１．概 要 
 

日  時  ：令和６年１月１２日（金）２１：１５～２２：４５ 

場  所  ：都庁大型バス専用駐車場入り口付近道路 

実施運輸支局：関東運輸局東京運輸支局 

協力機関  ：警視庁 

 

※ 令和4年10月、静岡県のふじあざみラインにおいて貸切バスが横転し乗客が死傷する事故が発生

したことを踏まえ、令和５年１月に改正された指導・監督マニュアルによる、適切な運転操作等を運

転者に呼び掛けるパンフレット（別紙１）を配布し、事故防止の啓発を行ったものです。 

また、車輪脱落事故が冬期に集中している傾向があることから、事故防止の注意喚起として「大型

車の車輪脱落事故防止キャンペーン」チラシ（別紙２）の配布を行いました。 

 

 

 

２．実施結果 
 
監査件数    ５件     違反件数    ０件 

 

 
 

 
 

                                 



【実施場所の状況】 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【問い合わせ先】 

関東運輸局自動車監査指導部（旅客担当） 清家、堤《街頭監査関係》 

電話：045-211-7271（直通）  FAX：045-201-8804 

関東運輸局自動車技術安全部保安環境課  滝田、黒﨑《事故防止啓発関係》 

電話：045-211-7256（直通）  FAX：045-201-8813 

（配布先）横浜海事記者クラブ、東京都庁記者クラブ、神奈川県政記者クラブ 

関東運輸局記者会〔ハイタク等専門紙〕  

※各報道機関におかれましては、掲載されている写真について、ご希望があれば提供いたします。 

                                 



バス運転者の皆様へ
～ 冬期における安全運行の徹底をお願いします ～

1 . 坂道での適切な運転操作

2 . シートベルト着用の確認

発車前には、乗客がシートベルトを着用していることを
運転者（又は添乗員）が目視で確認しましょう。

◆ 運転操作のポイント

② フットブレーキに頼りすぎず、エンジンブレーキや排気ブレーキ等の

補助ブレーキを併用する

③ エンジンブレーキで十分な制動力を得るために適切なギアを選択する

関東運輸局 東京運輸支局 、 自動車技術安全部 保安・環境課

※各装置の操作方法は車種ごとの取扱説明書等によりご確認ください。

○ 坂道においては、スピードをコントロールした運転が必要です。

○ 特に、長い下り坂では、フットブレーキを使い過ぎるとフェード現象等によりブレーキ
が効かなくなる危険性があるため、エンジンブレーキや排気ブレーキ等の補助ブレー
キを併用する等の適切な運転操作を行い、低速で走行する必要があります。

○ また、エンジンブレーキで十分な制動力を得るために適切なギアの選択が必要です
が、ギア抜け等が発生した場合には、十分に減速等を行ったうえで再度ギアを入
れ直す必要があります。

① 下り坂は低速で走行する

3 . 安全運行に必要な指示の確認

大雪等に遭遇した場合、運転者は運行管理者等
に迅速かつ的確に状況を報告し、運行休止を含め
た対応等について確認しましょう。

別紙１
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